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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期累計期間
第44期

第２四半期累計期間
第43期

会計期間
自平成27年２月１日
至平成27年７月31日

自平成28年２月１日
至平成28年７月31日

自平成27年２月１日
至平成28年１月31日

売上高 （千円） 1,867,976 1,906,191 3,846,390

経常利益 （千円） 285,490 233,301 464,282

四半期（当期）純利益 （千円） 183,117 153,560 292,419

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 91,920 409,505 406,727

発行済株式総数 （株） 1,026,000 2,753,400 1,364,800

純資産額 （千円） 1,312,100 2,087,301 2,051,017

総資産額 （千円） 2,026,365 3,297,176 3,223,198

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 89.75 56.08 128.54

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 55.10 118.55

１株当たり配当額 （円） － 10.00 90.00

自己資本比率 （％） 64.8 63.3 63.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △114,467 △741,781 △73,848

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △40,897 △9,975 △76,762

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 5,370 183,094 631,185

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 448,527 510,434 1,079,096

 

回次
第43期

第２四半期会計期間
第44期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成27年５月１日
至平成27年７月31日

自平成28年５月１日
至平成28年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.89 34.22

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　当社は、平成27年５月12日付で普通株式１株につき４株の割合で、平成28年２月１日付で普通株式１株につ

き２株の割合で株式分割を行っておりますが、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１

株当たり四半期（当期）純利益金額および潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定して

おります。

５　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、第43期第２四半期累計期間は新株予約権の残高が

存在するものの当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できなかったため記載しておりません。

６　当社は、平成27年９月２日付で東京証券取引所マザーズに上場したため、第43期の潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額は、新規上場日から第43期事業年度末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定して

おります。

７　平成28年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、第43期の１株当たり

配当額については、当該株式分割前の配当額で記載しております。

８　第43期の１株当たり配当額には、記念配当20円を含んでおります。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、事業の内容について重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)業績の状況

当第２四半期累計期間における経済状況は、新興国経済の成長鈍化や英国のＥＵ離脱問題等の先行きの不透明感は

残るものの、政府・日銀の各種経済政策や金融緩和策等により企業収益や雇用環境に改善がみられる等、景気は緩や

かな回復基調で推移しました。

当社の属する建設業界においても、政府公共投資の推移や、建設技能労働者の慢性的な人手不足による労務単価の

上昇等の不安材料は残るものの、企業収益改善による民間設備投資の増加や、東京オリンピックに関連する建設投資

の増加等、緩やかな回復基調で推移しております。

また、プラント解体分野においては、高度経済成長期より積み上がった資本ストックの老朽化に伴う改修・解体工

事の増加、企業の再編・海外移転等に伴うリストラクチャリングの増加、また、産業競争力強化、エネルギー供給構

造高度化等の政府の各種政策も後押しとなり、企業の設備投資増加に伴う解体工事案件は堅調に推移しております。

このような状況のもと、当第２四半期累計期間の業績につきましては、堅調に工事の完成が推移した結果、当第２

四半期累計期間での売上高は1,906,191千円（前年同期比2.0％増）となりました。また、利益面におきましては、人

材採用、広告宣伝、３Ｄ設備投資等の先行投資により前年を若干下回り、営業利益は231,473千円（同13.3％減）、

経常利益は233,301千円（同18.3％減）、四半期純利益は153,560千円（同16.1％減）となりました。

 

(2)財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期会計期間末の資産合計は3,297,176千円となり、前事業年度末に比べ73,978千円の増加となりまし

た。これは、完成工事未収入金が204,650千円増加、電子記録債権が193,501千円増加、未成工事支出金が150,822千

円増加、受取手形及び売掛金が105,217千円増加、現金預金が568,662千円減少したこと等が要因であります。

 

（負債）

　当第２四半期会計期間末の負債合計は1,209,875千円となり、前事業年度末に比べ37,693千円の増加となりまし

た。これは短期借入金が300,000千円増加、また、工事未払金が250,598千円減少したこと等が要因であります。

 

（純資産）

　当第２四半期会計期間末の純資産合計は2,087,301千円となり、前事業年度末に比べ36,284千円の増加となりまし

た。これは主に利益剰余金が30,728千円増加したことが要因であります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ568,662千

円減少し、510,434千円となりました。その内訳は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は741,781千円となりました。これは、税引前四半期純利益233,301千円の計上、売

上債権の増加503,368千円、未成工事支出金の増加150,822千円、仕入債務の減少250,598千円、未成工事受入金の増

加148,547千円があったこと等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は9,975千円となりました。これは、有形固定資産の取得による支出3,981千円、無

形固定資産の取得による支出4,353千円があったこと等によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は183,094千円となりました。これは、短期借入金の増加300,000千円、株式の発行

による収入5,364千円、配当金の支払122,270千円があったことによるものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業上および財務上の対処すべき課題はありません。

 

(5)研究開発活動

　当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は1,656千円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,200,000

計 7,200,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年7月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年９月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,753,400 2,753,400
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株

であります。

計 2,753,400 2,753,400 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成28年９月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年５月１日～

平成28年７月31日（注）１
19,400 2,753,400 2,309 409,505 2,309 370,475

　（注）　新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成28年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

吉野炳樹 東京都中央区 493,600 17.93

TERRA・ESHINO株式会社 東京都中央区勝どき六丁目３－１ 480,000 17.43

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８－１１ 243,100 8.83

ベステラ従業員持株会 東京都墨田区江東橋四丁目２４－３ 227,500 8.26

吉野炳次 千葉県佐倉市 104,100 3.78

塚本かや 千葉県富里市 96,000 3.49

五代俊昭 埼玉県川口市 56,400 2.05

小板幹博 埼玉県日高市 47,200 1.71

崔勲 千葉県八千代市 42,400 1.54

木村勇 東京都江東区 35,900 1.30

計 － 1,826,200 66.33

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

2,752,600
27,526 －

単元未満株式
普通株式

800
－ －

発行済株式総数 2,753,400 － －

総株主の議決権 － 27,526 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成28年５月１日から平成28年

７月31日まで)および第２四半期累計期間(平成28年２月１日から平成28年７月31日まで)に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成28年１月31日）
当第２四半期会計期間
（平成28年７月31日）

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,079,096 510,434

受取手形及び売掛金 36,182 141,399

電子記録債権 314,806 508,307

完成工事未収入金 1,164,298 1,368,949

未成工事支出金 148,116 298,938

貯蔵品 2,405 4,840

その他 62,411 56,234

貸倒引当金 △1,530 △2,035

流動資産合計 2,805,785 2,887,068

固定資産   

有形固定資産 362,343 348,445

無形固定資産 12,807 17,241

投資その他の資産   

その他 43,441 45,601

貸倒引当金 △1,180 △1,180

投資その他の資産合計 42,261 44,421

固定資産合計 417,413 410,108

資産合計 3,223,198 3,297,176

負債の部   

流動負債   

工事未払金 690,279 439,681

短期借入金 － 300,000

1年内償還予定の社債 － 50,000

未払法人税等 117,267 63,881

未成工事受入金 39,290 187,837

その他 185,471 77,412

流動負債合計 1,032,308 1,118,812

固定負債   

社債 100,000 50,000

退職給付引当金 33,071 34,227

資産除去債務 3,652 3,685

その他 3,149 3,149

固定負債合計 139,873 91,062

負債合計 1,172,181 1,209,875

純資産の部   

株主資本   

資本金 406,727 409,505

資本剰余金 367,697 370,475

利益剰余金 1,276,592 1,307,320

株主資本合計 2,051,017 2,087,301

純資産合計 2,051,017 2,087,301

負債純資産合計 3,223,198 3,297,176
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年７月31日)

売上高   

完成工事高 1,834,052 1,871,145

兼業事業売上高 33,924 35,045

売上高合計 1,867,976 1,906,191

売上原価   

完成工事原価 1,405,942 1,432,154

兼業事業売上原価 20,354 19,106

売上原価合計 1,426,296 1,451,260

売上総利益   

完成工事総利益 428,109 438,990

兼業事業総利益 13,570 15,939

売上総利益合計 441,680 454,930

販売費及び一般管理費   

従業員給料手当 51,890 58,323

退職給付費用 1,474 1,492

貸倒引当金繰入額 152 504

減価償却費 10,242 12,243

その他 111,068 150,891

販売費及び一般管理費合計 174,828 223,456

営業利益 266,852 231,473

営業外収益   

不動産賃貸料 5,477 5,392

補助金収入 20,469 －

その他 664 1,088

営業外収益合計 26,610 6,481

営業外費用   

不動産賃貸費用 2,897 2,518

株式公開費用 4,022 －

その他 1,052 2,134

営業外費用合計 7,972 4,653

経常利益 285,490 233,301

税引前四半期純利益 285,490 233,301

法人税、住民税及び事業税 56,726 60,115

法人税等調整額 45,645 19,626

法人税等合計 102,372 79,741

四半期純利益 183,117 153,560
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 285,490 233,301

減価償却費 17,988 18,094

貸倒引当金の増減額（△は減少） 152 504

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,737 1,156

受取利息及び受取配当金 △139 △1

支払利息 - 169

社債利息 322 322

補助金収入 △20,469 -

売上債権の増減額（△は増加） △191,934 △503,368

未成工事支出金の増減額（△は増加） 401,665 △150,822

貯蔵品の増減額（△は増加） 832 △2,434

仕入債務の増減額（△は減少） △85,687 △250,598

未収入金の増減額（△は増加） 27,331 △1,503

未払金の増減額（△は減少） △37,321 △57,120

未成工事受入金の増減額（△は減少） △418,148 148,547

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,011 △55,669

その他 △11,555 △9,762

小計 △31,746 △629,184

利息及び配当金の受取額 180 1

利息の支払額 △325 △558

保険金の受取額 - 465

補助金の受取額 20,469 -

法人税等の支払額 △103,044 △112,505

営業活動によるキャッシュ・フロー △114,467 △741,781

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △29,237 △3,981

無形固定資産の取得による支出 △11,220 △4,353

保険積立金の積立による支出 △1,705 △1,640

貸付金の回収による収入 1,369 －

その他 △105 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,897 △9,975

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 300,000

株式の発行による収入 5,370 5,364

配当金の支払額 － △122,270

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,370 183,094

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △149,995 △568,662

現金及び現金同等物の期首残高 598,522 1,079,096

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 448,527 ※ 510,434
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を当第２四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設

備および構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第２四半期累計期間において、四半期財務諸表への影響額はありません。

 

(追加情報)

（工事進行基準適用要件の変更）

当社は従来、プラント解体工事の内、一定の要件を満たす工事について工事進行基準を採用しており、その要件

を「請負金額30,000千円超、工事期間３ヶ月超、かつスクラップ等の有価物売却予想金額1,000千円以下」として

おりましたが、プラント設備の老朽化に伴う改修・解体工事の増加、企業の再編・海外移転等に伴うリストラク

チャリングの増加等の影響により、工事件数の増加と共に、工事が大型化しており、当該要件により工事進行基準

の採用を判断した場合、当社の業績が実態を表さなくなることから、第１四半期会計期間より、適用要件の見直し

を行っております。

見直しの結果、工事進行基準の適用要件を「請負金額50,000千円超、工事期間３ヶ月超、かつスクラップ等の有

価物売却予想金額は請負金額の10%以下」に変更しております。

なお、当該適用要件の変更により、当第２四半期累計期間に新たに工事進行基準の適用対象となった工事はない

ため、四半期財務諸表への影響はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成27年２月１日
至　平成27年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成28年２月１日
至　平成28年７月31日）

現金預金 448,527千円 510,434千円

現金及び現金同等物 448,527千円 510,434千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成27年２月１日　至　平成27年７月31日）

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年７月31日）

１　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月21日
定時株主総会

普通株式 122,832 90 平成28年１月31日 平成28年４月22日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月９日
取締役会

普通株式 27,534 10 平成28年７月31日 平成28年10月14日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成27年２月１日　至　平成27年７月31日）

１　報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

プラント解体
事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 1,834,052 1,834,052 33,924 1,867,976

セグメント間の内部売上高ま

たは振替高
－ － － －

計 1,834,052 1,834,052 33,924 1,867,976

セグメント利益 428,109 428,109 13,570 441,680

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材サービスを含んでおりま　

す。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２　報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額および当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 428,109

「その他」の区分の利益 13,570

販売費及び一般管理費 △174,828

四半期損益計算書の営業利益 266,852

 

　Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年７月31日）

１　報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

プラント解体
事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 1,871,145 1,871,145 35,045 1,906,191

セグメント間の内部売上高ま

たは振替高
－ － － －

計 1,871,145 1,871,145 35,045 1,906,191

セグメント利益 438,990 438,990 15,939 454,930

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材サービスを含んでおりま　

す。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２　報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額および当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 438,990

「その他」の区分の利益 15,939

販売費及び一般管理費 △223,456

四半期損益計算書の営業利益 231,473
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成27年２月１日
至　平成27年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成28年２月１日
至　平成28年７月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 89円75銭 56円08銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 183,117 153,560

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 183,117 153,560

普通株式の期中平均株式数（株） 2,040,332 2,738,165

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 55円10銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(千円） － －

普通株式増加数(株) － 48,837

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前事業年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期累計期間は新株予約権の残高

が存在するものの当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できなかったため記載しておりませ

ん。

２　当社は、平成27年５月12日付で普通株式１株につき４株の割合で、平成28年２月１日付で普通株式１

株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定して１株当たり四半期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定してお

ります。

 

２【その他】

　第44期（平成28年２月１日から平成29年１月31日まで）中間配当について、平成28年９月９日開催の取締役会に

おいて、平成28年７月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　27,534千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　10円00銭

③　支払請求権の効力発生日および支払開催日　平成28年10月14日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成28年９月14日

ベステラ株式会社

取締役会　御中
 

有限責任あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　雅之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小泉　淳　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るベステラ株式会社の平成28年２月１日から平成29年１月31日までの第44期事業年度の第２四半期会計

期間（平成28年５月１日から平成28年７月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年２月１日から

平成28年７月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四

半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して

四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。
 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ベステラ株式会社の平成28年7月31日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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